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ユング＝シュティリングの「熱狂」評価（承前）      ・・・・・・・・・・・（長谷川 健一）・・・ 1 

―『テーオバルトあるいは熱狂者たち』（1784/85）におけるテルステーゲン評価を手がかりに― 

 

はじめに 

１ ユングから見たテルステーゲン 

２ テルステーゲン評価と「熱狂」 

３ テルステーゲン批判とその背景 

４ テルステーゲン信奉者への批判とその背景 

おわりに 

 

 

 

ミルトンから見て取る虚飾的表現と絵画的表現        ・・・・・・・・・・・ （福田 覚） ・・・  21 

― 文学論争の再考にむけて(4) ― 

 

１ 論争状態へ 

２ 虚飾を批判するゴットシェートの詩論 

３ 虚飾批判の背景にある合理的なファーベルの理念 

４ スイス派のミルトン擁護に見られる詩の素材選択の問題 

５ 詩的な自由の擁護と絵画的表現の理念 

６ 詩の本質は絵画なのか 

７ 「真実らしさ」の位置付けの違い 

８ 結論に代えて――「不合理な虚飾的表現」と「自由な絵画的表現」 
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はじめに 

１ 手がかりとしての動物 

２ 動物の感情 

３ 感情というパズル 

４ 感情という空虚 


